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熊本県市議会議長会で「球磨神楽」を舞う子どもたち
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平成 21 年４月 15 日 議　会　だ　よ　り 第 60 号

３月定例会における議案等の審議結果
番    号 件　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議第１号 平成２０年度　人吉市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議第２号 平成２０年度　人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議第３号 平成２０年度　人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第４号 平成２０年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第５号 平成２０年度　人吉市老人保健医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第６号 平成２０年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７号 平成２０年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第８号 平成２０年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第９号 平成２０年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議第１０号 平成２０年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第１１号 平成２０年度　人吉市国民宿舎特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第１２号 平成２０年度　人吉市梢山工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第１３号 平成２０年度　人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第１４号 平成２１年度　人吉市一般会計予算 原案可決

議第１５号 平成２１年度　人吉市カルチャーパレス特別会計予算 原案可決

議第１６号 平成２１年度　人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議第１７号 平成２１年度　人吉市老人保健医療特別会計予算 原案可決

議第１８号 平成２１年度　人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議第１９号 平成２１年度　人吉市介護保険特別会計予算 原案可決

議第２０号 平成２１年度　人吉市介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議第２１号 平成２１年度　人吉市水道事業特別会計予算 原案可決

議第２２号 平成２１年度　人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決

議第２３号 平成２１年度　人吉市工業用地造成事業特別会計予算 原案可決

議第２４号 平成２１年度　人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決

議第２５号 人吉市入札監視委員会設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第２６号 人吉市ふるさと創生基金条例及び人吉市ふるさと創生推進事業条例を廃止する条例
の制定について 原案可決

議第２７号 人吉市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第２８号 特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第２９号 人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

議第３０号 人吉市地域福祉助成基金条例を廃止する条例の制定について 原案可決

議第３１号 人吉市乳幼児医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第３２号 人吉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第３３号 人吉市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定について 原案可決

議第３４号 人吉市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第３５号 人吉市中小企業振興助成条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第３６号 土地の処分について 原案可決

議第３７号 川辺川総合土地改良事業組合規約の一部変更について 原案可決

議第３８号 損害の賠償について 原案可決
議第３９号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意
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平成 21 年４月 15 日 議　会　だ　よ　り 第 60 号

　総務文教委員会に付託を受けました条例・予算案件につ
いて、報告をいたします。
　議第 26 号人吉市ふるさと創生基金条例及び人吉市ふる
さと創生推進事業条例を廃止する条例の制定は、地域住民
等の自立と育成を図り、活力ある地域づくりに資するとい
う目的が果たされたものと判断し、廃止するものです。
　議第 27 号人吉市税条例等の一部を改正する条例は、納
税しやすい体制の整備で、年度末と出納閉鎖前の税の納期
を改正すること等により、納税者の利便性及び事務の効率
化を図るため、条例の一部を改正するものです。
　議第２号平成 20 年度人吉市一般会計補正予算は、歳出
予算の総額 5,312 万１千円を減額し、150 億 8,361 万１千円
とするものであります。
　議第３号平成 20 年度人吉市カルチャーパレス特別会計
補正予算は、29 万円の減額補正であります。
　議第 14 号平成 21 年度人吉市一般会計予算は、歳出予算
の総額を 133 億 9,783 万２千円とするもので総務・企画・
教育部関係予算は、49 億 5,597 万３千円であります。主な
ものは、１目一般管理費 19 節負担金 260 万８千円は、第
104 回九州市長会開催地負担金　７目企画費 5,990 万９千
円は、人吉球磨広域行政組合負担金及び人吉市国際交流協
会補助金などです。10 款教育費２項小学校費 15 節工事請
負費に１億 6,579 万１千円は、西瀬小学校耐震補強、大規
模改修工事、東小学校屋根改修工事、３項中学校費 15 節

工事請負費 509 万６千円は、第一中学校境界フェンス改修
工事　５項社会教育費５目文化財保護費 6,507 万８千円は、
青井阿蘇神社保存活用計画策定委託・史跡人吉城保存整備
事業として、御館跡及び周辺整備工事、６項２目 13 節体
育施設費委託料 6,286 万２千円は、体育施設指定管理料が、
主なものです。
　議第 15 号平成 21 年度人吉市カルチャーパレス特別会計
予算は、歳入歳出それぞれ 9,944 万４千円と定めるもので
す。
　以上、６件については、慎重審査の結果、全員異議なく
認めることに決しました。
　陳第８号公民館改修に伴う大塚小学校林の収益金の活用
についての陳情、陳第 19 号梢山地区多目的グラウンドの
使用許可に関する陳情の２件については、慎重審査の結果、
不採択と決しました。

　厚生委員会に付託されました議案について審査の結果を
報告いたします。
＜条例案件＞
①人吉市地域福祉助成基金条例を廃止する条例について

は、平成３年度から運用を始め、原資・運用利息を合わ
せた総額３億 5,323 万 7,518 円を取り崩し、基金として
の目的は果たされ、平成 20 年度中に基金残高がゼロと
なるために基金を廃止するものです。

②乳幼児医療費助成の一部改正については、一部負担金の
全額助成の対象を５歳未満から就学前児童まで拡大する
ものです。

③介護保険条例の一部改正では、第４期の第１号被保険者
の介護保険料基準額を 4,854 円、前期と比較して 171 円
の増とするもので、所得段階別負担区分を６段階として
いましたが、４段階と５段階に特例を設けて８段階とす
るものです。

④介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定について
は、国の介護報酬の引き上げ改定に伴う介護保険料の上
昇を緩和するため国からの交付金を受け入れるための基
金を創設するものです。

＜予算案件＞
①平成 20 年度補正予算案（一般会計、特別会計７件）今

回の補正は、主として事業費の確定や事務事業費の決算
見込みによるものです。

②平成 21 年度当初予算案（一般会計、特別会計７件）一
般会計の民生費 48 億 5,490 万７千円は主なものとして障
害者の自立支援給付費及び地域生活支援事業に要する経
費に４億 8,874 万６千円、保育所運営費負担金に 11 億
1,697 万１千円、乳幼児医療費助成事業に 7,500 万円が計
上されています。衛生費 15 億 1,322 万３千円は主なもの
として人吉球磨広域行政組合負担金に 10 億 6,107 万３千
円が計上されています。

いずれも全会一致で原案どおり認めることとしました。
＜陳情案件＞
　３件の審査を行い、「介護保険制度の見直し等に関する
陳情」は全会一致で不採択、「一般廃棄物収集運搬業務に
関する調査を求める陳情」は取り下げを認め、１件は継続
審査となっております。

西瀬小学校を視察する総務文教委員会

人吉浄水苑を視察する厚生委員会

●委員長　福屋　法晴　　●副委員長　田中　　哲
●委　員　松岡　隼人・川野　精一・本村　令斗・下田代　勝・簑毛　正勝総務文教委員会報告

●委員長　三倉美千子　　●副委員長　笹山　欣悟
●委　員　豊永　貞夫・西　信八郎・仲村　勝治・大王　英二厚生委員会報告
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　経済建設委員会に付託された議案の中で主なものについ
て報告致します。◎条例案件について。議第 25 号 入札監
視委員会設置条例の一部改正、これは機構改革により担当
課が建設部管理課から、総務部契約管財課に変ったことに
よる改正です。議第 28 号 特別会計の一部を改正する条例、
これは国民宿舎特別会計を廃止して、一般会計に継承する
とともに、梢山工業団地造成事業特別会計を廃止して、新
たに、工業団地造成事業特別会計を新設するものです。議
第 35 号 中小企業振興助成条例等の一部改正は、国民生活
金融公庫、農林漁業金融公庫、中小企業金融公庫、国際協
力銀行が統合され、株式会社日本政策金融公庫になったた
め、同条例及び、市職員の年金及び一時金条例、市消防団
員等公務災害補償条例の中にある金融機関名を全て、株式
会社日本政策金融公庫に改めるものです。◎その他の議案
について。議第 36 号 土地の処分について、これは鬼木町
の梢山工業団地Ｈ区画を 6094.2 ㎡分割し、南九州コカ・コー
ラボトリング株式会社に 5,728 万 5,480 円で売却するもの
ですが、㎡単価は 9,400 円となります。議第 37 号 川辺川
総合土地改良事業組合規約の一部変更について、これは同
組合の規約を変更するためには構成６市町村議会の議決が
必要であり、同組合の収入役制度の廃止及び会計管理者の
設置について市議会の議決を求めるものです。
　議第 38 号 損害の賠償について、これは市道人吉城内線
を走行して来た乗用車が、市道五日町田町線との交差点で

一時停車した時、城内線の歩道側にあるむくの木の枯れ枝
が折れて落下し、乗用車のボンネットに損傷を与えた事故
に関して、４万 6,342 円を賠償し和解するものですが、責
任度合は 10：０、全額を人吉市が加入する保険から支払
われます。◎予算関係議案について。議第２号 平成 20 年
度一般会計補正予算では、６款農林水産業費、７款商工費、
８款土木費、11 款災害復旧費、更に 20 年度特別会計補正
予算は、国民宿舎特別会計、梢山工業団地造成事業特別会
計、交通体系整備特別会計について審査し、21 年度予算
では、一般会計で５款労働費、６款農林水産業費、７款商
工費、８款土木費、11 款災害復旧費、特別会計は、工業
用地造成事業特別会計と交通体系整備特別会計を審査し原
案通り認め、陳第 18 号は採択し、それに基づく意見書を
決議致しました。

くま川鉄道列車リニューアルを視察する経済建設委員会

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　永山　芳宏
●委　員　井上　光浩・村上　恵一・松田　茂・森口　勝之・山下　幸一経済建設委員会報告

　予算委員会に付託を受けました 『議第２号平成 20 年度
人吉市一般会計補正予算（第７号）』では、「第１条歳入歳
出予算のうち、歳入（全款）」、「第 4 条地方債の補正」に
ついて、および 『議第 14 号平成 21 年度人吉市一般会計予
算』では、「第１条歳入歳出予算のうち歳入（全款）」、「第
４条地方債」、「第５条一時借入金」、「第６条歳出予算の流
用」につきまして、審査の結果を報告致します。
　まず、補正予算につきましては、昨今の景気低迷を反映
し、法人市民税の約 2,600 万円の減や、地方消費税交付金
の減額などにより総額 5,312 万１千円の大幅な減額補正と

なっております。
　次に、平成 21 年度当初予算につきましては、20 年度に
引き続き団塊の世代の退職などに伴い、就労人口及び給与
所得の減による市税の落ち込み、また引き続き法人市民税
の減少などが予想されるため、前年度と比較して総額 8,963
万 4 千円の大幅な減額となっております。このため減債基
金２億円の取り崩しを行っております。
　いずれの議案も、全議員による活発な議論を展開しなが
ら審査をし、全会一致で認めることと致しました。

　３月定例会では、閉会日までに４回の委員会審議を行い
ました。
　まず第１回目で①執行部から提出議案の説明を受け、②
陳情については、３件の報告があり、うち１件は取り下げ
の申し出、③会期日程案について、④議案質疑及び一般質
問の取り扱いについて審議を行いました。その他として一
般質問通告締切日の見直しについても検討を行いました。
第２回目で①陳情の追加として１件の報告がありました。

②委員会付託先、③閉会中の継続審査について、④市民か
ら出された要望書の取り扱いについて審議を行いました。
３回目では議案に対する討論の申し出や要望書の今後の取
り扱いについての審議。４回目では議員により市議会委員
会条例改正についての発議を行い、また、協同労働の協同
組合法の制定を求める意見書採択を求める陳情について、
本会議で採択があり、それを受けて関係機関に意見書を提
出することになりました。

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　全議員予算委員会

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　本村　令斗
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・三倉美千子・下田代勝・立山勝徳議会運営委員会
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中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
事
業

松
岡
　
隼
人

問　

人
吉
市
中
心
市
街
地
活
性
化
の

た
め
の
提
案
に
対
す
る
市
の
見
解

は
。

答　

内
容
そ
の
も
の
を
見
直
す
べ
き

と
こ
ろ
は
見
直
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

人
吉
市
か
ら
地
元
商
店
街
に
対

し
て
大
型
商
業
ビ
ル
開
発
、
複
合

商
業
ビ
ル
開
発
は
厳
し
い
と
い
う

話
の
よ
う
だ
が
、
事
実
関
係
は
。

答　

市
の
財
政
状
況
及
び
二
千
坪
の

土
地
の
確
保
は
大
変
厳
し
い
。

問　

過
去
の
事
業
進
捗
の
評
価
に

は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
図
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
基
本
計
画
策
定
が

滞
っ
て
い
る
大
き
な
原
因
の
一
つ

だ
と
あ
る
。
住
民
内
、
行
政
内
、

住
民
と
行
政
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
る
た
め
に
は
、
副
市
長
に
全

権
委
任
し
て
、
陣
頭
指
揮
を
取
っ

て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
か
。

答　

中
心
市
街
地
活
性
化
を
含
め
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
内
容
に
関
し
て
も

副
市
長
に
全
権
委
任
し
て
い
る
。

問　

副
市
長
就
任
後
一
年
が
経
つ

が
、
中
心
市
街
地
へ
の
思
い
を
聞

き
た
い
。

答　

人
吉
の
街
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ど
ん
な
中
心
市
街
地
に
し
た

い
の
か
、
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
議

論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る

鳥
獣
被
害
対
策
、

漆
田
東
間
線
、
市
民
の
声

田
中
　
哲

問　

毎
年
鳥
獣
被
害
は
増
え
続
け
て

い
る
が
市
の
対
策
は
ど
う
な
の

か
。

答　

シ
カ
は
今
年
春
秋
期
の
計
四
日

間
熊
本
県
を
含
む
四
県
で
、
九
州

山
稜
一
斉
捕
獲
活
動
が
行
わ
れ
る

の
で
相
当
数
の
捕
獲
が
見
込
ま
れ

る
。
サ
ル
は
昨
年
十
月
よ
り
十
六

名
の
サ
ル
専
従
駆
除
隊
で
対
応
し

今
年
は
八
匹
の
駆
除
を
行
い
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
の
策
定
は
昨
年
九
月
よ
り
取

り
組
み
、
県
の
関
連
機
関
と
協
議

し
、
今
年
三
月
中
に
計
画
を
樹
立

す
る
。
被
害
防
止
計
画
は
人
吉
球

磨
地
域
す
べ
て
の
自
治
体
が
計
画

策
定
し
て
い
る
。
な
お
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
へ
の
特
別
職
の
非
常

勤
公
務
員
の
導
入
は
課
題
も
あ
り

既
存
の
駆
除
隊
を
活
用
し
て
い

く
。

問　

県
道
上
漆
田
東
間
下
線
の
改
良

は
。

答　

希
望
ヶ
丘
学
園
先
の
赤
池
地
区

の
局
部
改
良
を
先
に
予
定
し
、
完

了
次
第
米
山
団
地
前
の
改
良
を
行

う
。

※
他
に
春
風
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
ナ

バ
ナ
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
考
慮
す
る
と
の
答
弁
あ

り
。
ま
た
紅
取
橋
開
通
式
の
招
待
客

の
人
選
は
市
民
か
ら
見
て
納
得
の
い

く
人
選
を
要
請
。
焼
酎
メ
ー
カ
ー
補

償
問
題
で
も
市
民
の
納
得
い
く
説
明

を
要
請
し
た
。

新
し
い
人
吉
農
業
、

中
興
期
の
観
光
等下

田
代
　
勝

　

新
し
い
人
吉
農
業
の
基
本
方
向
、

中
興
期
の
観
光
、
看
護
専
門
学
校
閉

校
、
市
有
墓
地
の
使
用
を
質
し
ま
し

た
。

問　

農
産
物
人
吉
ブ
ラ
ン
ド
は
。　

答　

医
食
同
源
ひ
と
よ
し
米
を
耕

作
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
も
検
討
し
て
い

る
。

問　

農
業
の
根
幹
、
人
吉
市
農
業
基

本
条
例
制
定
、
基
本
計
画
の
策
定

は
。

答　

条
例
は
制
定
を
進
め
る
。
基
本

計
画
は
策
定
を
行
う
。

問　

人
吉
市
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
考
え
は 

（
第
三
セ
ク
で

も
） 

。

答　

現
状
で
は
財
政
的
に
も
厳
し

い
。

問　

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
、
Ｓ
Ｌ
運

行
の
好
機
に
、
人
吉
観
光
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
観
光
振
興
計
画
は
。

答　
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
前
面

に
、
早
急
に
策
定
す
る
。

問　

人
吉
は
、
自
然
・
文
化
財
等
地

域
資
源
の
宝
庫
。
こ
の
活
か
し
方

は
。

答　

神
仏
の
里
、
植
物
園
等
も
例
と

し
て
情
報
発
信
、
売
り
を
徹
底
す

る
。

問　

看
護
専
門
学
校
の
閉
校
に
至
る

ま
で
の
市
の
対
応
と
今
後
。

答　

今
後
国
等
の
動
向
を
見
極
め

る
。

問　

無
縁
墓
地
等
の
調
査
は
。

答　

調
査
の
進
捗
は
約
五
十
％
、
今

後
は
調
査
済
の
所
か
ら
、
逐
次
市

民
に
開
放
、利
用
を
進
め
て
い
く
。

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

改
修
の
今
後
の
方
向

山
下
　
幸
一

問　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
改
修
の
今
後

の
方
向
に
つ
い
て
、
ま
た
、
万
江
川

用
水
路
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
が
進
む
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
の
改
修
を
、
所
有
者
の
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組
合
か
ら
市
へ
移
管

を
実
施
す
る
と
の
考
え
で
あ
る
が
、

広
域
行
政
組
合
理
事
会
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
議
論
の
中
で
、
市
移
管

と
な
っ
た
の
か
。

答　

市
長
答
弁
と
し
て
は
、
十
二
月

の
理
事
会
に
お
い
て
は
一
つ
の
選

択
肢
と
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

広
域
行
政
組
合
が
、
改
修
し
て

市
に
移
管
す
る
の
か
、
移
管
し
て

市
が
改
修
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
。

答　

老
朽
化
に
よ
り
管
理
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
対
策
を

早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
だ
け
で
、

何
一
つ
決
定
し
て
い
な
い
。

※
そ
の
他
、
万
江
川
用
水
路
の
ず
い

道
及
び
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
調
査
を
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
等
を
質
し
ま
し
た
。

学
習
指
導
要
領
改
定
に

伴
う
夏
休
短
縮
効
果
は

笹
山
　
欣
悟

問　

学
習
指
導
要
領
改
定
に
伴
う
移

行
期
間
に
お
け
る
夏
休
み
を
五
日

間
短
縮
す
る
最
大
の
理
由
は
何

か
。

答　

授
業
時
数
の
確
保
を
通
し
て
、

学
校
生
活
の
充
実
や
学
力
充
実
を

目
指
す
た
め
に
行
な
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

来
年
度
か
ら
試
行
と
い
う
形
で
取

り
組
み
を
始
め
る
の
が
、
八
月

二
十
六
日
の
始
業
式
で
あ
る
。

問　

残
暑
が
厳
し
い
中
で
、
生
活
の

リ
ズ
ム
、
集
中
力
な
ど
子
ど
も
達

の
健
康
状
態
を
考
え
た
場
合
、
学

習
効
果
は
あ
る
と
い
え
る
の
か
。

答　

学
習
効
果
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
実
施
す
る
か
検
討

の
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
各
学
校

に
八
月
中
の
取
り
組
み
を
、
全
部

の
先
生
方
で
考
え
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
お
り
、
各
学
校
の

創
意
工
夫
を
期
待
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
教
職
員
の
労
働
安
全
衛

一
般
質
問

一
般
質
問
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生
に
つ
い
て
、
家
庭
調
査
カ
ー
ド
・

健
康
調
査
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
給
食

費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
人
吉
二
中

校
舎
の
結
露
対
策
と
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
に
お

け
る
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

仲
村
　
勝
治

問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
状
況
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

答　

全
国
に
二
百
か
ら
三
百
ヵ
所
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

設
置
す
る
と
い
う
国
の
方
針
を
受

け
て
、
本
市
が
事
務
局
と
な
り
研

究
会
を
開
催
し
た
。
今
後
は
、
人

吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
促
進
協
議
会
と
し
て
、

国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問　

人
吉
球
磨
以
外
に
も
設
置
を
要

望
し
て
い
る
箇
所
と
、
そ
の
状
況

は
。

答　

熊
本
北
Ｓ
Ａ
か
ら
の
接
続
と
小

川
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
接
続
の
要
望
が

あ
り
、
ど
ち
ら
も
勉
強
会
を
設
置

さ
れ
た
。

問　

日
本
の
高
速
道
路
の
有
効
利
用

を
推
進
し
、
人
吉
球
磨
地
域
が
発

展
す
る
よ
う
に
、
十
市
町
村
が
一

致
団
結
し
、
地
域
全
体
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
。
市
長
の
考
え
は
。

答　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
で
き
た
ら
、
人
吉
南
部
、
上
中

球
磨
に
と
り
利
便
性
は
高
ま
り
、

企
業
誘
致
、地
場
産
業
の
活
性
化
、

観
光
振
興
、
渋
滞
緩
和
な
ど
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
。
ぜ
ひ

と
も
ほ
し
い
と
い
う
地
元
の
熱

意
、盛
り
上
が
り
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
の
水
田
農
業
構
造

改
革
対
策
は

西
　
信
八
郎

問　

平
成
二
十
一
年
度
の
本
市
に
お

け
る
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策

は
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

地
域
協
議
会
を
Ｊ
Ａ
単
位
に
で
き

な
い
か
。

答　

米
の
需
給
調
整
規
模
と
助
成
全

体
系
は
、
米
の
生
産
目
標
数
量
が

三
一
〇
八
ト
ン
、
産
地
確
立
交
付

金
が
、
三
一
〇
一
万
五
千
円
、
稲

作
構
造
改
革
促
進
交
付
金
が
担

い
手
集
積
加
算
分
と
合
わ
せ
て

四
三
四
万
七
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
協
議
会
を
Ｊ
Ａ
単
位
と

す
る
の
は
、
今
後
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

問　

機
能
別
消
防
団
員
制
度
は
、
多

く
の
市
民
が
消
防
団
に
参
加
し
や

す
く
、
ま
た
団
員
の
確
保
に
も
効

果
的
と
思
う
が
、
早
期
導
入
は
で

き
な
い
か
。

答　

関
係
機
関
で
十
分
に
議
論
を
交

わ
し
て
も
ら
い
、
本
市
の
実
情
に

応
じ
た
最
良
の
取
り
組
み
を
し
た

い
。

問　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
普
及

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。ま
た
、

設
置
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

答　

多
く
の
方
が
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
が
、
期
限
ま
で
に
設
置
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
は

な
い
か
。
広
報
啓
発
活
動
と
高
齢

者
、
障
が
い
者
に
支
援
を
行
い
普

及
を
目
指
す
。

雇
用
問
題
に
的
確
な

対
応
を

本
村
　
令
斗

問　

非
正
規
雇
用
の
雇
い
止
め
で
、

数
十
万
規
模
の
方
々
が
職
を
失
う

と
い
う
大
変
な
事
態
。
解
雇
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
が

重
要
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か
。

答　

融
資
制
度
の
周
知
や
、
雇
用
の

確
保
を
図
る
要
請
を
行
う
。

問　

な
か
な
か
職
に
就
け
な
い
方

は
、生
活
費
に
困
ら
れ
る
と
思
う
。

無
利
子
の
生
活
費
融
資
が
で
き
な

い
か
。

答　

県
社
協
の
制
度
も
あ
る
。
既
存

制
度
の
条
件
緩
和
な
ど
検
討
し
た

い
。

問　

派
遣
労
働
者
が
、
解
雇
と
同
時

に
会
社
の
寮
を
追
い
出
さ
れ
、
自

治
体
に
生
活
保
護
の
相
談
に
い
く

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
を
突
き
放
し
て
は

な
ら
な
い
。
厚
労
省
は
、
住
居
が

な
く
て
も
受
け
付
け
る
よ
う
通
達

を
出
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
に

従
っ
て
対
応
す
べ
き
。

答　

申
請
が
あ
れ
ば
、
原
則
的
に
は
、

す
べ
て
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問　

熊
本
県
な
ど
の
不
正
経
理
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
不
正
経
理

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
自
浄
努
力

を
発
揮
し
て
、
再
発
防
止
に
努
め

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
自
主
調
査

を
す
べ
き
。

答　

不
正
経
理
は
無
い
と
信
じ
て
い

る
が
、
自
主
調
査
を
行
い
た
い
。

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
に
つ
い
て

豊
永
　
貞
夫

問　

昨
年
来
の
不
況
に
よ
り
、
本
市

消
防
団
員
の
被
雇
用
者
状
況
も
悪

化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各

団
員
の
雇
用
状
況
を
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
と
事
業
所
へ
の
感

謝
状
贈
呈
は
実
施
す
る
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
雇
用
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
。
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
は
、
実
施
に
向
け
検

討
す
る
。
感
謝
状
贈
呈
は
消
防
団

員
の
活
動
へ
理
解
と
ご
支
援
を
頂

く
た
め
に
実
施
に
向
け
て
取
り
組

む
。

問　

感
染
症
髄
膜
炎
や
、
敗
血
症
、

急
性
喉
頭
蓋
炎
の
予
防
の
た
め

に
、
乳
幼
児
へ
の
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
有
効
で
あ
る
が
、
接
種
に

対
し
て
の
公
費
助
成
の
考
え
は
。

答　

昨
年
、
人
吉
球
磨
小
児
科
医
師

会
か
ら
も
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
任
意

接
種
に
お
け
る
公
的
補
助
の
お
願

い
」
が
あ
っ
て
お
り
、
今
後
ワ
ク

チ
ン
入
荷
状
況
や
、
他
市
町
村
の

動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
公
費
助

成
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

※
そ
の
他
、
５
歳
児
健
診
の
推
進
に

つ
い
て
、
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

経
済
不
況
下
の

新
年
度
予
算

立
山
　
勝
徳

　

今
年
の
新
年
度
予
算
は
景
気
回

復
と
雇
用
確
保
が
中
心
課
題
で
あ

る
。
一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
総
額

一
三
三
億
九
七
八
三
万
二
千
円
、
前

年
度
比
〇
・
七
％
減
額
の
中
に
ど
う

措
置
さ
れ
た
か
を
検
証
。

問　

景
気
後
退
で
歳
入
の
柱
で
あ
る

市
税
の
大
幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ

る
中
で
の
歳
入
の
確
保
は
。

答　

市
税
は
三
％
の
減
収
を
見
込

み
、
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
実

績
額
か
ら
五
％
引
き
と
し
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
昨
年
度
額
の

五
十
五
・
三
％
増
で
計
上
、
不
足

す
る
額
は
減
債
基
金
二
億
円
を
取

り
く
ず
し
て
対
応
し
た
。

問　

景
気
対
策
予
算
の
確
保
は
。

答　

二
十
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し

た
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
、
地
域
活
性
化
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
等
で
総
額
約
八
億
円

で
あ
る
。

問　

雇
用
対
策
予
算
の
確
保
は
。

答　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
事
業
及
び
緊
急
雇
用
創
出
事

業
で
四
〇
一
九
万
円
、
市
が
単

独
で
行
う
臨
時
職
員
雇
用
経
費

七
二
四
万
四
千
円
な
ど
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
「
社
会
保
険
庁
の
解

体
と
総
合
病
院
」、「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
つ
い
て
」、「
大
畑
産
業
廃

棄
物
処
分
場
の
悪
臭
公
害
問
題
」
な

ど
を
質
問
し
ま
し
た
。
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失
業
者
の
雇
用
対
策

永
山
　
芳
宏

問　

失
業
者
の
中
に
は
子
育
て
中
の

人
も
お
ら
れ
る
。
失
業
し
た
人
た

ち
へ
の
生
活
支
援
対
策
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

失
業
し
た
人
へ
の
生
活
支
援
対

策
と
し
て
は
、
き
め
細
か
い
窓
口

相
談
に
よ
り
生
活
不
安
の
解
消
を

図
る
。
相
談
者
に
よ
っ
て
内
容
が

違
う
の
で
、
個
々
の
相
談
に
合
わ

せ
た
各
制
度
の
活
用
や
関
係
機
関

へ
の
紹
介
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。

問　

市
が
発
注
す
る
少
な
い
予
算
で

の
事
業
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
人
募
集
す
る
こ
と
を
条
件
に
企

業
に
発
注
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答　

雇
用
維
持
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
各
事
業
所
の
仕
事
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
求
人
し
て
い
る
企
業
に
優
先
的

に
発
注
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
現
状
と
し
て
は
求
人
し
て
い

る
企
業
が
少
な
く
大
変
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
一
次
産
業
で
あ
る
農

林
業
の
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め

に
も
、
解
雇
さ
れ
た
人
た
ち
を
そ

の
方
面
に
雇
用
し
て
い
く
方
策
も

考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
網
の

目
を
ち
密
に
編
ん
で
い
き
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
連
携
、
調
整
が
必

要
。

人
吉
農
業
の

今
後
・
市
道
の
安
全
対
策

福
屋
　
法
晴

問　

水
田
農
業
構
造
改
革
・
産
地
確

立
交
付
金
・
水
田
等
有
効
活
用
促

進
交
付
金
関
連
で
、
戦
略
作
物
の

焼
酎
用
加
工
米
が
、
認
定
で
き
な

い
の
か
、
耕
作
放
棄
地
の
現
状
に

つ
い
て
。

答　

焼
酎
加
工
米
が
、
戦
略
作
物
に

で
き
る
よ
う
農
政
局
に
お
願
い
す

る
。
農
業
委
員
会
調
査
で
、
放
棄

地
は
約
二
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

問　

医
食
同
源
米
の
推
進
と
販
売
方

法
、
計
画
に
つ
い
て
。

答　

作
付
け
を
希
望
さ
れ
る
農
家
申

し
込
み
を
受
付
け
、
作
付
け
講
習

会
を
推
進
し
て
い
く
。
販
売
促
進

を
行
い
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
全
国
販
売
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

大
畑
清
水
一
号
線
等
緊
急
車
両

が
離
合
で
き
な
い
市
道
の
改
良
工

事
は
。

答　

今
後
、
調
査
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

東
間
小
学
校
正
門
な
ど
通
学
路

と
し
て
、
危
険
で
あ
り
安
全
面
か

ら
市
内
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
周

辺
の
車
道
に
緑
の
ラ
イ
ン
を
引
き

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
啓
発
し
て

は
。

答　

球
磨
工
業
近
く
に
設
置
し
た
緑

の
ラ
イ
ン
が
、
好
評
な
の
で
、
市

長
は
順
次
取
り
入
れ
て
行
き
た
い

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

機
構
改
革
に
よ
る

市
政
の
方
向
性

松
田
　
　
茂

問　

機
構
改
革
に
つ
い
て
昨
年
六
月

議
会
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
管

理
に
つ
い
て
企
画
部
長
よ
り
検
討

を
し
て
い
る
と
答
弁
を
い
た
だ
い

た
が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

部
長
会
の
メ
ン
バ
ー
が
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
い

つ
で
も
確
認
し
、
進
捗
状
況
を
把

握
し
、
共
通
認
識
を
持
ち
、
そ
の

他
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
を
昨
年
八
月
に
構

築
し
た
。

問　

そ
の
後
の
具
体
的
な
進
行
管
理

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
め
ロ
ー
カ

ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
た
め

に
、
各
部
ご
と
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

助
言
、
問
題
提
起
な
ど
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
部
長
会
で
、
そ
の
結

果
を
報
告
し
た
。
総
合
的
な
判
断

の
中
で
、
完
了
、
継
続
、
代
替
、

中
止
、凍
結
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

四
月
一
日
の
機
構
改
革
後
の
新
体

制
に
お
い
て
も
、
目
標
達
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
そ
の
他
に
、
く
ま
川
鉄
道
株
式
会

社
、
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
、
人
吉

城
址
の
活
用
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。

岩
屋
神
社
は
世
界
文
化

遺
産
へ
の
扉
と
な
る
か

森
口
　
勝
之

問　

岩
屋
熊
野
座
神
社
の
保
存
整
備

計
画
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

答　

平
成
十
七
年
度
か
ら
要
求
し
て

き
た
本
計
画
は
、
文
化
庁
が
そ
の

必
要
性
を
認
め
、
平
成
二
十
一
年

度
の
早
い
う
ち
に
補
助
事
業
と
し

て
決
定
の
内
示
が
あ
ろ
う
か
と
思

う
。

問　

昨
年
の
青
井
神
社
国
宝
指
定
を

は
じ
め
、
文
化
庁
は
人
吉
球
磨
地

域
の
歴
史
遺
産
群
の
価
値
に
つ
い

て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
今
般
の
岩
屋
神
社
へ

の
対
応
を
足
掛
り
と
す
れ
ば
、
こ

の
地
域
の
遺
産
群
は
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

人
吉
盆
地
内
の
建
造
物
を
「
人

吉
球
磨
中
近
世
社
寺
建
造
物
群
」

と
し
て
更
に
価
値
付
け
を
深
め
て

い
け
ば
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
扉

も
開
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

問　

持
続
的
な
観
光
戦
略
の
一
環
と

し
て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
は
、
人
吉
球
磨
地
域
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
事
業
で

は
な
い
か
。

答　

専
門
家
や
歴
史
家
の
知
恵
を
借

り
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
市
道
東
間
赤
池
線
に
つ

い
て
は
重
要
な
生
活
道
路
で
あ
り
、

早
期
の
整
備
方
に
つ
い
て
要
望
し
ま

し
た
。

市
民
の
安
全
、
安
心
は

大
王
　
英
二

　

昨
年
九
月
定
例
会
に
お
け
る
「
現

行
計
画
ダ
ム
白
紙
撤
回
」。「
ダ
ム
に

よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
」
ま

た
、
市
内
に
お
け
る
河
川
管
理
状
況

を
踏
ま
え
て
、
質
し
ま
し
た
。

問　

県
管
理
の
河
川
浸
水
想
定
状
況

と
庁
舎
内
協
議
及
び
市
民
の
皆
様

へ
の
情
報
提
供
は
。

答　

現
在
十
四
河
川
管
理
。
そ
の
内

統
計
の
確
率
で
は
三
十
年
、
五
十

年
に
一
度
の
多
大
な
浸
水
被
害
地

域
が
あ
る
。
現
在
、
庁
舎
内
で
会

議
を
し
て
い
る
。
五
月
の
防
災
会

議
後
、
市
民
に
知
ら
せ
た
い
。

問　

治
水
対
策
等
に
つ
い
て
、
市
長

は
検
討
の
場
で
提
案
し
て
欲
し
い

と
の
こ
と
だ
が
具
体
策
に
つ
い
て

は
。

答　

国
、
県
に
技
術
的
な
こ
と
は
、

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

※
市
内
に
お
け
る
治
水
対
策
、
特
に

市
民
と
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
に
よ

り
町
内
会
を
主
体
と
す
る
自
主
防

災
組
織
の
確
立
、
災
害
時
要
援
護
者

対
策
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
を
求
め

ま
し
た
。
他
に
、
市
執
行
部
の
提
案

権
と
議
会
議
決
権
の
あ
り
方
に
つ
い

て
。
農
業
予
算
関
連
よ
り
市
町
村
協

議
会
で
配
分
金
が
異
な
る
「
産
地
化

交
付
金
」
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
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「
春
色
に
わ
か
に
た
か
ま
る
季
節
」

と
い
わ
れ
る
春
の
気
候
で
す
が
、
国

の
内
外
に
お
い
て
、
異
常
気
象
の

ニ
ュ
ー
ス
が
数
多
く
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
身
近
な
問

題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
同
時
に
世
界
各
国
で

解
決
の
た
め
の
議
論
が
深
ま
れ
ば
と

願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
三
月
定
例
議
会
で
は
十
五

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、
執

行
部
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
条
例
・

予
算
案
件
な
ど
に
議
論
を
尽
く
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
市
民
・
市
の

将
来
を
見
据
え
て
「
事
業
内
容
と
予

算
が
適
切
か
」「
将
来
の
維
持
管
理
の

あ
り
方
」「
総
合
計
画
と
の
整
合
性

は
」
な
ど
様
々
な
見
地
か
ら
議
論
展

開
が
さ
れ
、
幾
度
も
審
査
が
ス
ト
ッ

プ
い
た
し
ま
し
た
。
各
議
員
が
二
年

前
、市
民
の
皆
様
に
訴
え
ま
し
た
「
市

民
の
代
弁
者
」
と
し
て
議
員
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
声
を
議

会
、
議
員
へ
届
け
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
文
責
：
大
王　

英
二
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委
　
　
員
／
井
上
光
浩
　
　
豊
永
貞
夫

　
　
　
　
　
松
田
　
茂
　
　
田
中
　
哲

　
　
　
　
　
三
倉
美
千
子
　
下
田
代
勝

次
の
定
例
会
は
六
月
で
す
。

　

現
在
の
日
本
社
会
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
競

争
な
ど
で
、
労
働
環
境
に
も

大
き
な
変
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、「
働
い
て
も
充
分
な
生
活

が
維
持
で
き
な
い
」、「
働
き

た
く
て
も
働
く
場
所
が
な
い
」

な
ど
困
難
を
抱
え
る
人
々
が

増
大
す
る
な
ど
、
社
会
不
安

が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

協
同
組
合
、自
治
会
な
ど
様
々

な
非
営
利
団
体
が
、
地
域
の

課
題
を
地
域
住
民
自
ら
が
解

決
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
事

業
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
協
同

労
働
の
協
同
組
合
」
は
、「
働

く
こ
と
」
を
通
じ
て
、「
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め

ざ
す
」
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
「
協
同
労
働
の
協
同

組
合
」
は
、
働
く
も
の
が
出

資
し
あ
い
、
全
員
参
加
の
経

営
で
、
仕
事
を
行
う
組
織
で

あ
り
、
国
内
で
は
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
、農
村
女
性
ワ
ー

カ
ー
ズ
、
障
害
者
団
体
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
活
発
化
し
て
い
く

た
め
に
は
、
さ
ら
に
社
会
的

理
解
を
深
め
る
法
制
度
を
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
す
で
に
世
界
の
主
要
国

で
は
、
働
く
仲
間
同
士
が
協

同
し
、
主
体
性
を
高
め
合
い
、

力
を
発
揮
し
合
う
労
働
者
協

同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
、ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
）
に
つ
い
て
の
法
制
度
が

整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
「
希
望
と
誇
り

を
持
っ
て
働
く
」、
仕
事
を
通

じ
て
「
安
心
と
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
る
」、「
人
と
の
つ
な
が

り
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
」、
こ
う
し
た
働
き
方

と
、
こ
れ
に
基
づ
く
協
同
労

働
の
協
同
組
合
は
、
市
民
事

業
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
創
造
す
る
も
の
で

あ
り
、
働
く
こ
と
・
生
き
る

こ
と
に
困
難
を
抱
え
る
人
々

自
身
が
、
社
会
連
帯
の
中
で

仕
事
を
起
こ
し
、
社
会
に
参

加
す
る
道
を
拓
く
も
の
で
す
。

　

上
記
理
由
に
よ
り
、
国
に

お
い
て
も
、
社
会
の
実
情
を

踏
ま
え
、
就
労
の
創
出
、
地

域
の
再
生
、
少
子
・
高
齢
社

会
に
対
応
す
る
有
力
な
制
度

と
し
て
、実
効
性
の
高
い
「
協

同
労
働
の
協
同
組
合
法
」
の

速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る

も
の
で
す
。

編

集

後

記

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果　に　つ　い　て

委　員　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

総務文教委員会
公民館改修に伴う大塚小学校林の収益金の活用についての陳情 不 採 択

梢山地区多目的グラウンドの使用許可に関する陳情 不 採 択

厚 生 委 員 会

一般廃棄物収集運搬業務に関する調査を求める陳情 撤 回

介護保険制度の見直し等に関する陳情 不 採 択

物価に見合う年金引き上げを求める陳情 継続審査

経済建設委員会
国の責任で、安心・安全な国土づくりを求める意見書提出に関する陳情 継続審査

「協同労働の協同組合法の速やかな制定を求める意見書」採択を求める陳情 採 択

　
　「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

●古紙配合率　100％

　
三
月
定
例
会
に
お
い
て
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
衆
参
両

院
議
長
な
ど
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。


